
、 

、 

で き こ と 
そは粉料理と食筋衛生を学ぶ 

金木町女性農業者年金協会「フアーミングレディースさくら」（会

長＝其田文子）が3)i16日、川倉ふれあいセンターでそば粉料理研修会

と食品衛生講習会を実施し、会員や一般町民ら約40人が参加しました。 
はじめに其田会長が「現在は農家にとって厳しい状態にあり、農産物

に付加価値を付けることが必要となる。調理や試食をしながらアイデア

を出していきましょう」 とあいさつ。早速、其田会長指導のもと、町内

で収穫された転作そばを使用したそばもちやそば雑炊、ふらいどそばな
どの調理を行いました。参加者らは、そば粉を小麦粉やパン粉の代わり

に使用するなど普段あまり使うことのない調理法に感心しながら熱心に学んでいました。 
午後からは、五所川原保健所環境衛生課の方々による農産物加工品の衛生についての講演が行われ、参加者らは特

産品づくりに関して幅広く学んでいました。 

”~ 

体にいい料理を作ってみよう 
助目本食生活協会のヘルスサポータ'-21事業として金木町食生活改善

推進員会（会長＝青山ゆき）がこのほど、金木中学校（校長＝矢田信昭） 

の1年生約80人を対象に調理指導を行いました。 

これは、生活習慣病の予防や健康と生活の質の向上、自己実現を目指

すヘルスサポーターの育成を目的に行われている事業で、食生活改善推

進員会が金木中学校に実施を呼び掛けたもの。調理実習の献立には、中

学生に人気のあるから揚げやかぽちゃのサラダを選びました。慣れない

手つきで調理する生徒たちに青山会長は「タレに漬ける時間を注意して、 

味が濃すぎないように。シーチキンの油はきちんと搾るように」などと 

r 』1に‘ 	指導していました。普段は料理をしないと言う女子生徒も「簡単でおい 
二骨， 	しい。家でも作ってみます」と感想を話していました。 

rゆっぐク走ろうJ 春の交適安全運動 
4 月 4 日、嘉瀬地区において交通安全協会嘉瀬支部婦人部の方たちが、 

自作かつらでおいらんや舞子等に扮し、嘉瀬コミセンから嘉瀬公民館に

／へ かけて交通安全を呼び掛けるパレードを行いました。 

これは4月 6日から始まった、春の全国交通安全運動に合わせて行わ

れたもので、同婦人部（部長】沢田スゲ）によると 「例年だとマコツト

配布等で呼び掛けを行ってきたが、今年はより印象に残るものを」 と今

回のパレードを企画し、交通安全の普及活動に協力していました。 

また、全国交通安全運動期間初日には、金木町交通安全母の会が町内

保育所の周辺道路に貼り付ける足型ストップマーク50枚を寄贈、期間中

には金木地区で鳴海町長らが街頭監視に立ち通勤・通学者らの安全確保

に努めました。 

愛の献血 ご協力あクがとう 
役場前と公立金木病院前、金木自動車学校前の 3 ケ所で3月14日、移

動採血車による献血が行われ、大勢の方が協力していました。 

自動車学校前では、職員や生徒らが献血に協力。今回初めて献血する

という野呂幸希さん（嘉瀬）は「友達がやっているのを見て、自分もし

てみようと思った。思ったより全然痛くなかったし、機会があればまた

やりたいと思う」 と話していました。 

今回、町内3 ケ所で献血に協力してくださったのは、33名。移動採血

車は 2 ケ月に1回の割合で当町にやってきます。次回は、 5月18日です

ので町民の皆さんのご協力をお願いします。 

広報かなぎ（6) 



「火の勢いが強かったが、 

あきらめず消火した。」 

と語る小林一義さん 

このほど金木町山道町の小林一義さんに大

阪府高槻市消防本部から表彰状が送られまし

た。 

これは、先月 4 日午後 2 時ごろ、同市内の

飲食店調理場で発生した火事に対し小林一義

さんら 3 名が、店舗内外から散水用ホースで

勇敢に放水、初期消火を行うとともに速やか

に消防本部へ119番通報をし、付近への延焼拡

大を防止した功績が認められたものです。 

人権擁護委員に委嘱された

中谷 文雄 さん 

ま ち の 
人権擁護に功労 

泉谷さんに感if I状 

・

m(
 

3期9年の長期間にわたり川倉地区人権擁護委員として活躍さ

れた泉谷佳正さんにこのほど、法務大臣から感謝状が贈られまし

たn 

泉谷さんは平成 3年に任命されて以来、地域の人たちの問題や

悩みごと相談に応じるなど、人権擁護活動に熱心に取り組んでき

ました。在職中は五所川原人権擁護委員協議会第三部会長等を歴

任し、平成8年には仙台法務局長表彰を受賞しています。 

3 月23日、役場町長室で感謝状の授与が行われ、代理出席した

長男の利幸さんに青森地方法務局五所川原支局長から感謝状と記

念品が手渡されました。 

またこの日は、泉谷さんの後任として3月1日から川倉地区の

人権擁護委員に任命された中谷文雄さんに対し、委嘱状が交付さ

れました。 

町内交通危険箇所検証 4/6 

●場 所 こめ・米口ード（広域農道） 

●道路図 

●交通状況 

「こめ・米口ード」の愛称で親しまれている本道は本来、 

農業優先道であり農作物の輸送等を目的として整備されたも

のですが、カーブや交差点が少ないことから、通勤や買物等

幅広く利用されています。 

長い直線が多いことからスピードがでやすく、交通事故が

発生した場合、死亡事故につながる危険性が高くなっています。 

●検 証 

本道は、農道のため速度を規制する標識がないものの法定

速度は60kmとなっており、制限速度を守らないドライバーが

多く見受けられます。 

上の図の通り、藤枝付近には急カーブが 2 か所ありスピー 

ドの出し過ぎでカーブを曲がりきれない場合、対向車との正

面衝突や橋の欄干、防雪柵等に衝突し、大事故になる危険性

があります。 
金木町交通安全対策協議会 
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「
か
っ
ぽ
れ
」
 

太
宰
治
と
三
味
線
と
の
接
点
は
、
小

学
校
入
学
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
 

意
ひ
出
』
に
、
【私
の
父
は
、
う
ち

で
何
か
象
野

あ
る
と
必
ず
、
遠
い

大
き
な
ま
ち
か
ら
は
る
ば
る
郵
畿
を
呼

ん
で
、
私
も
五
つ
六
つ
の
頃
か
ら
、

・
・
・
 

「あ
れ
は
紀
の
く
に
み
か
ん
ぶ
ね
」
だ

の
の
唄
や
踊
り
を
豊
え
て
カ
る
の
で
あ

る
。
私
は
…
洋
楽
よ
り
邦
楽
の
方
に
早

く
な
じ
ん
だ
。】
 

そ
の
こ
ろ
、
津
島
家
で
は
父
衆
議
院

議
員
当
選
、金
木
電
灯
株
式
会
社
創
業
、
 

金
木
村
芦
野
競
馬
場
落
成
、
勲
四
等
瑞

宝
章
受
賞
等
々
の
大
宴
会
が
続
い
た
。
 

そ
の
つ
ど
青
森
か
ら
二
十
人
近
い
芸
者

衆
が
呼
ば
れ
、
陽
気
に
三
味
線
を
弾
き
 

「
か
っ
ぽれ
」
 
の
唄と
踊
り
が
く
り
か

え
さ
れ
た
。
 

「か
っ
ぼ
れ
」
と
は
、
俗
謡
に
併
せ

て
踊
象

徹
お
ど
り
o

幕
末
に
臓
が

主
が
は
じ
め
て
演
じ
た
大
道
演
芸
。
津

島
修
治
は
、
数
え
で
五
つ
六
つ
の
こ
ろ

か
ら
「
か
っ
ぽ
れ
」
を
口
ず
さ
み
、
三

味
線
の
音
色
に
な
じ
ん
で
育
っ
た
の
で

あ
る
。
 

ま
た
、
小
学
校
高
学
年
の
こ
ろ
【
村
 
 

の
芝
居
小
屋
の
知郵
開
き
に
東
京
の
雀

三
郎
一
座
と
い
ふ
の
が
か
か
っ
た
と

き
、
私
は
そ
の
興
行
中
い
ち
に
ち
も
蜘

か
さ
ず
見
物
に
行
っ
た
。
…
生
ま
れ
て

始
め
て
歌
舞
伎
と
い
ふ
も
の
を
知
っ
た

の
で
あ
る
し
、
私
は
興
奮
し
て
、
狂
言

を
見
て
い
る
間
も
幾
度
と
な
く
涙
を
流

し
た
。
i
「
か
っ
ぼれ
」
は
一
座
が
お

し
ま
ひ
の
幕
の
時
、
い
つ
も
楽
屋
徳
出

で
そ
れ
を
踊
っ
た
も
の
だ
か
ら
、
私
も

そ
れ
を
踊
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。】
 

父
が
こ
し
ら
え
た
金
木
芝
居
小
屋
の

こ
け
ら
落
と
し
に
、
東
京
か
ら
中
村
雀

三
郎
歌
舞
伎
役
者
の
一
座
が
や
っ
て
き

た
。
生
ま
れ
て
初
め
て
見
る
歌
舞
伎
に

心
を
奪
わ
れ
、
興
行
中
は
毎
日
駆
け
つ

け
た
。
特
に
夢
中
に
な
っ
た
の
は
、
一

座
が
終
幕
に
総
出
で
踊
る
「
か
っぽ
れ
」
 

で
あ
っ
た
。
 

「か
っ
ぼ
れ
／
か
っ
ぽ
れ
／
甘
茶
で

か
っ
ぽ
れ
／
ョ

ー
イ
ト
ナ
／
…
」
小
気

味
よ
い
三
味
線
の
音
色
と
、
歌
舞
伎
役

者
の
踊
り
に
魅
せ
ら
れ
た
。
 

ら
ん
 
ち
ょ

う
 

「
蘭
 
蝶
」
 

【あ
る
夜
、私
が
寝
て
カ
る
と
、兄
の
部

屋
か
ら
い
い
音
が
漏
れ
て
来
た
の
で
、
 

枕
か
ら
頭
を
も
た
げ
耳
を
す
ま
し
た
。】
 

こ
れ
は
、
兄
た
ち
が
夏
休
み
で
帰
郷

し
て
い
た
真
夏
の
夜
。
遠
く
か
ら
三
味
 

ば
ち
さ
ば
 

線
の
音
が
響
い
て
き
た
。
華
麗
な
擬
捌

き
の
三
味
線
演
奏
が
つ
づ
く
。
耳
を
澄

ま
し
て
い
る
と
、血
が
騒
い
で
く
る
…
。
 

【
あく
る
日
、
私
は
朝
早
く
起
き
兄
の
 

あ
た
 

部
屋
へ
行
っ
て
手
営
り
次
第あ
れ
こ
れ

と
レ
コ
オ
ド
を
掛
け
て
見
た
。
そ
し
て

た
う
た
う
私
は
見
つ
け
た
。
前
夜
、
私

を
眠
ら
せ
ぬ
ほ
ど
興
奮
さ
せ
た
レ
コ
オ

ド
は
、
蘭
蝶
だ
っ
た
。】
 

「蘭
蝶
」
は
新
内
節
の
名
曲
。
蓄
音

機
の
す
ぐ
そ
ば
で
聴
く
と
、
三
味
線
の

低
い
調
子
と
高
い
調
子
を
掛
け
合
わ
せ

た
複
雑
な
構
成
が
よ
く
わ
か
っ
て
、
ま

す
ま
す
血
が
ざ
わ
め
く
。
 

こ
の
よ
う
に
、
太
宰
と
三
味
線
と
の

接
点
は
、
数
え
の
五
つ
六
つ
の
こ
ろ
か

ら
小
学
校
高
学
年
、明
治
高
等
小
学
校
。
 

そ
し
て
旧
制
弘
前
高
校
時
代
の
太
悼
三

味
線
に
結
び
つ
く
：
・
。
 

太
宰
治
に
師
事
し
た
桂
英
澄
が
、
津

軽
三
味
線
独
奏
に
感
動
し
て
、
次
の
よ

う
に
記
述
し
て
い
る
。
「私
は
『
駈
込

み
訴
へ
」
「走
れ
メ
ロ
ス
」
「如
是
我
聞
』
 

な
ど
、
太
宰
の
二
轟
藤

の
仕
事
ぶ
り

を
思
う
。
と
り
わ
け
津
軽
三
味
線
の
調

子
の
高
さ
、
張
り
、
冴
え
ざ
え
と
し
た
 
 

音
色
な
ど
と
も
、
そ
の
根
を
ひ
と
つ
に

す
る
深
い
か
か
わ
り
を
感
じ
る
の
で
あ

る
。」
 津

軽

の
文
化
 

修
治
の
少
年
時
代
、
仁
太
坊
と
妻
マ

ン
の
門
付
芸
人
姿
は
、
金
秦
附

の
風

物
詩
で
あ
っ
た
と
い
う
。
 ク人
真
似
で

な
い
三
味
線
）
そ
れ
が
仁
太
坊
の
体
験

か
ら
生
ま
れ
た
三
味
線
哲
学
で
あ
っ

た
。
「き
つ
と
太
宰
治
も
、
仁
太
坊
の

津
軽
三
味
線
を
聴
い
た
は
ず」
と
い
う

の
が
実
感
で
き
る
。
 

喜良市小「三味線クラブ」 

大
地
主
の
子
に
生
ま
れ
た
が
数
々
の

負
い
目
と
罪
を
自
覚
し
、
不
滅
の
文
学

を
残
し
た
太
宰
治
。
社
会
の
最
下
層
の

鴎
寧

が
ら
、
津
軽
三
味
線
を
残
し
、
 

民
俗
芸
能
の
祖
に
な
っ
た
仁
太
坊
。
そ

こ
に
は
強
烈
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
あ

る
。
ど
ち
ら
も
津
軽
・
金
木
が
生
ん
だ

文
化
で
あ
る
。
 

太
宰
文
集
「
新
樹
」
掲
載
の
喜
良
市
 
 

小
六
年
今
麻
美
さ
ん
の
作
文
。
 

〔
私
は
、五
年
生
の
春
か
ら
ず
っ
と

三
味
線
を
練
習
し
て
い
ま
す
。
…
私
が

ク
ラ
プ
活
動
で
、
な
ぜ
三
味
線
を
や
る

と
決
め
た
か
は
、
こ
こ
で
「
津
軽
の
文

化
e
三
味
線
」
を
の
が
し
た
ら
、
こ
う

か
い
し
そ
う
だ
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
 

今
思
う
と
、
本
当
に
や
っ
て
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
…
六
年
生
に
な
っ
た

時
に
は
、
卒
業
し
て
も
続
け
た
い
な
あ

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
中
学
校

に
は
、
三
味
線
ク
ラ
ブ
や
部
が
な
い
の

で
、
残
念
で
す
。
そ
れ
に
、
金
木
町
に

は
 F三
味
線
会
館
」
が
あ
る
の
に
、
」
一

味
線
教
室
が
な
い
の
で
、
三
味
線
を
練

習
す
る
場
所
が
ほ
し
い
と
毎
日
思
っ
て

い
ま
す
。
i
〕
津
軽
三
味
線
を
継
承
し

た
い
と
い
う
、
子
供
た
ち
の
願
い
を
実

現
さ
せ
た
い
。
 

世
界
に

誇
れ

る
 

「金
木
町
で
世
界
に
向
け
て
誇
れ
る

も
の
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
太
宰
治
と

そ
の
文
学
。
も
う
ー
つ
は
津
軽
三
味
線

で
あ
る
。
そ
れ
を
誇
り
、
顕
彰
す
る
活

動
も
“
文
化
n
そ
の
も
の
で
あ
る
。」
 

と
、
大
像
和
雄
氏
は
語
る
。
十
分
に
納

得
で
き
る
。
 

そ
の
顕
彰
活
動
と
は
、
太
宰
作
品
の

底
流
を
な
す
“
隣
人
の
た
め
に
つ
く

す
〈
と
い
う
「
人
間
愛
」
が
基
調
。
そ

れ
は
け
っ
し
て
平
坦
な
道
で
は
な
い
。
 

時
に
は
命
が
け
の
仕
事
で
もあ
る
。
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色

調
の
異

常
 

尿
の
色
の
異
常
に
つ
い
て
で
す

が
、
尿
は
お
も
に
淡
黄
色
尿
を
呈

し
ま
す
。
し
か
し
、
尿
の
濃
縮
の

程
度
に
よ
り
濃
い
色
と
な
っ
た
り

し
ま
す
。
で
す
か
ら
色
が
赤
っ
ぽ

い
か
ら
と
言
っ
て
異
常
と
は
限
り

ま
せ
ん
。
肉
眼
的
に
は
血
尿
と
は

尿
l
l
当
た
り
1
戒
の
血
液
が
混

じ
る
と
認
め
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
 

表
に
示
し
た
よ
う
に
尿
の
色
調
の

異
常
を
呈
す
る
薬
剤
や
食
品
が
あ
 

地
域
健
診
や
職
場
の
健
診
で
高

脂
血
症
、
肝
臓
機
能
異
常
と
並
び

指
摘
さ
れ
る
の
が
検
尿
の
異
常
で

す
。
検
尿
で
の
異
常
と
は
血
尿
、
 

蛋
白
尿
、
糖
尿
が
主
な
も
の
で
す
。
 

身
体
の
何
ら
か
の
症
状
や
他
覚
的

症
状
を
伴
う
も
の
も
あ
れ
ば
全
く

症
状
が
な
い
も
の
ま
で
あ
り
ま
す
。
 

ま
た
、
尿
の
色
調
の
異
常
だ
け
を

心
配
し
て
来
院
す
る
方
も
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
ら
の
所
見
の
中
に
は
、
 

様
々
な
病
気
が
隠
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
注
意
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
 

檀色 

濃黄色 

黄褐色 

赤色混濁 

赤褐色 

赤ぷどう酒色 

（アルカリ尿で） 

暗褐色 

（紅茶～コーラ色） 

濃縮尿、 
ウロクローム 

ビタミンBi 

I)ルビン、 
ウロビリン 

赤血球 

ヘモグロビン、 
ミオグロビン 

ポルフィリン 

PsP、大黄、センナ 

ヘモグロビン（メト
ヘモグロビン）、メ
ラニン、アルカプ
トン 

→
 
→
 

→
 

蛋 

白 

尿 

血尿の診断手順 
問 診 

身体所見 

〒i鷲君bn-test 	尿細胞診 

腎、勝脱超音波検査 	
IVP 

腎CT検査 
腎Angie検査 

蛋白尿を佳い泌尿器科 I 
的疾思が否定されたら ▼ 

生 検 

り
、
特
に
ビ
タ
ミ
ン
剤
服
用
に
よ

る
色
調
の
異
常
、
ビ
タ
ミ
ン
c
に

よ
る
尿
潜
血
反
応
偽
陰
性
な
ど
に

注
意
が
必
要
で
単
純
に
色
調
の
変

化
だ
け
で
は
病
的
と
か
そ
う
で
な

い
か
と
は
い
え
な
い
の
で
す
。
 

血尿を呈する疾患（TICS〕 	 尿の色調異常 
T: trauma （外傷） 

tumor（腫傷） 

toxin（毒素） 

腎の打撲、Foleyカテ一テル、 尿道異物、過激な運

動〔行軍血色棄尿症（へモグロビン尿）〕 

腎細胞癌、腎孟腫痛、Wurn's腫癌、勝脱癌、前立腺癌

シク口ホスフアミド、フエノーJレ、NSA旧s 

~ :in「日ction (感染症） 

Intlammatory process (t 症) 
朋眺炎、前立腺炎、尿道炎、腎乳頭壊死 

各種の糸球体腎炎、血管炎症候群、溶血性尿毒 

症症候群（HU引 

C calculi（結石） 

cyst（嚢胞） 

congenital （先天異常） 

腎結石、尿管結石、勝脱結石、尿道結石 

腎嚢胞、多発性嚢胞腎 

血管腫、動脈癌、動静脈奇形、Nutcracke『現象 

s: surgery（外科的手技） 

sickte cell（血液学的） 

somewhere else（他から） 

外科的侵瞳、前立腺切除 (TUR).勝眺鏡 

血友病、血小板減少、DIC、抗凝固薬過剰使用、洛 

血性貧血（へモグ口ビン尿） 

性器出血、作為 

金

木

病
院

力
ル

テ
⑩
 

血
尿
走
虫
白
尿
に
つ
い
て
 

次
に
血
尿
に
つ
い
て
で
す
が
、
 

こ
れ
は
肉
眼
的
血
尿
、
顕
微
鏡
的

血
尿
に
分
け
ら
れ
、
前
者
は
目
で

見
え
る
血
尿
を
指
し
、
こ
の
所
見

か
ら
の
出
血
部
位
の
推
測
に
は
排

尿
時
の
最
初
の
尿
に
血
尿
が
強
く
、
 

後
の
血
尿
が
弱
け
れ
ば
尿
道
の
病

気
を
、
逆
に
な
れ
ば
尿
道
後
部
又

は
勝
耽
頚
部
の
病
気
、
最
初
か
ら

最
後
ま
で
同
じ
よ
う
な
血
尿
で
あ

れ
ば
尿
路
系
の
び
ま
ん
性
の
病
気

も
し
く
は
腎
臓
の
病
気
を
推
測
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
詳

し
く
調
べ
る
と
き
は
尿
沈
査

（
赤

血
球
の
形
態
が
八
〇
％
以
上
整
っ

て
い
る
モ
ノ
ト
ー
ン
タ
イ
プ
は
非

糸
球
体
性
、
整
っ
て
い
な
い
も
の

は
糸
球
体
性
の
腎
臓
の
異
常
を
考

え
る
。）
ゃ
赤
血
球
円
柱
を
調
べ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
表
に
血
尿
を

呈
す
る
疾
患
を
示
し
ま
す
。
臨
床

病
状
的
に
は
血
尿
を
認
め
る
女
性

で
排
尿
時
痛
を
伴
い
沈
査
で
白
血

球
が
多
数
認
め
ら
れ
る
と
き
に
は

勝
腕
炎
と
診
断
で
き
ま
す
。
ま
た
、
 

血
尿
と
間
欠
的
な
か
な
り
強
い
痛

み
を
伴
う
片
側
の
腰
腹
部
痛
（
叩

打
痛
あ
り
）
で
は
、
尿
管
結
石
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
血
尿
の
診
断
手

順
を
図
に
示
し
ま
す
。
 

血 

尿 

健
常
人
に
お
い
て
も
蛋
白
尿
を

示
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

一
日

当
た
り
一
五
〇
昭
以
下
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
生
理
的
な
蛋
白
尿
と

病
的
な
蛋
白
尿
の
区
別
に
は
早
朝

尿
の
検
査
な
ど
が
有
効
で
起
立
性

蛋
白
尿
の
鑑
別
に
役
立
つ
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
持
続
性
蛋
白
尿
を
呈

す
る
疾
患
、
診
断
手
順
を

（
表
と

図
）
を
示
し
ま
す
。
 

尿蛋白の診断手順 
間 診 

 

身体所見 

 

→
 

 

ー般検尿

早朝尿 

 

尿定量 

腎臓超音波検査 

静脈性腎孟造影検査 
CT検査 

生 検 

持続的蛋白尿の原因 
慢性糸球体腎炎 

感纏旨感染後糸球体腎炎，嘩染性心内腰炎， 
梅毒 

灘！舞ニシラミン．プロベネシド 
悪性新生物 

多発性骨髄腫’・悪性リンパ腫・白血病鳴 
膳原病など 

ループス腎炎・RA・PR‘アミロイドーシス・サ Jレ 

言貨姿’Goodpasture 勺nd’ウェゲナー 
糖尿病古 
遺伝性疾患】アルポート症候群など 
その他 

腎硬化症’・妊娠一腎静脈血栓症・逆流性腎症 
Anulgestic neptiropathy 

青血尿を芭I翻鷺繁I姦『聾m 

→
 

→
 

血
尿
、
蛋
白
尿
と
も
に
基
礎
疾

患
に
よ
り
考
え
ら
れ
る
病
気
に
違

い
が
あ
る
こ
と
や
血
尿
の
中
に
は
 

I
g
A
腎
症

（慢
性
糸
球
体
腎
炎

の
4
か
ら
5
割
を
占
め
る
）
や
悪

性
疾
患
が
隠
さ
れ
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
健
診
の
結
果
を
見
て

血
尿
、
蛋
白
尿
が
指
摘
さ
て
い
た

な
ら
症
状
を
認
め
な
い
か
ら
と
m
l『
 

わ
ず
病
院
を
受
診
し
て
精
査
を
怠

ら
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
 

尿所見から見た糸球体疾患 

血尿主体 血尿・蛋白尿 蛋白尿主体 

急性糸球体腎炎 IgA腎症 微少変化型ネフ口―ゼ 

IgA腎症 膜性増殖性糸球体腎炎 巣状糸球体硬化症 

紫斑病性腎炎 紫斑病性腎炎 膜性腎症 

非薄基底膜病 

(thin basement 
membrane disease) 

ル―プス腎炎 

急速進行性腎炎症候群 

糖尿病性腎症 

アミ口イド腎症 

良性反復性血尿 ル―プス腎炎 

特発性腎出血 腎硬化症 

(9）広報かなぎ 



、 

3月末現在 前年同月比 

男 5,689人 △ 69人 

女 	6, 276人 Z、 44人 

計 11,965人 △ 113人 

世帯数 4,046 	1 

	ノ 

『
 人

口
と
世

帯
 
〕
 

伝

言
板
 

⑨
届
い
て
い
ま
す
 

●

三
月
十
一
日
 

携
帯
電
話
（
ド
コ
モ
、
D
2
0
 

6
、
白
色
）
 

津
島
医
院
前
路
上
 

●

「
一月
一
一
十四
日
 

腕
時
計

（G
シ
ョ
ッ
ク
、黒
色
）
 

芦
野
湖
食
堂
店
内
 

●

三
月
二
十
八
日
 

財
布
（
青
色
、
M
I
R
K
 
T
 

E
D
D
Y
の
ネ

ー
ム
入
り
）
 

金
木
運
送
前
路
上
 

心
当
た
り
の
方
は
、
金
木
警
察
 

署
落
し
物
係
り
ま
で
 

⑨
譲
っ

て
下
さ
い
 

●

パ
ソ
コ
ン
関
連
機
器
一
式
 

発
展
途
上
国
へ
寄
付
す
る
た
め

に
無
料
で
お
願
い
し
ま
す
。
機
種

は
問
い
ま
せ
ん
。
（
単
品
可）
 

連
絡
先
 
金
木
町
沢
部
 
白
川

丑
五
ニ
ー
五
七
一
五

⑨
係
か

ら
 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
し
た
い

方
は
企
画
観
光
課
ま
で
。
 

は じ め ま し て 

こう りゆう 

秋元昂龍くん 
2 月26日生 

元気な子どもに育ってほしい 
（父 春樹より） 

し おん 

白川詩恩くん 
3 月 1 日生 

たくましく元気な子どもに育って 
ほしい 

ま こ と 	 ひ な 

田真実くん 	 吉田 陽菜ちゃん 

3 月 3 日生 	 3 月12日生 
くなあれ 	 明るく優しい子になってね 

（父母より） 	 （亜紀ママより） 

角 ん
 

元気に大き 

戸
一
比ョ
 

i

籍

＞
 

1

の
 

三
月
届
出
分

お

め

で
と

う
 

白

川
 
訊

蹴

（
清
一
一
）
金
 
木
 
 

秋

元
 
昂
龍
（
春

樹
）
 

川
島
か

心
奈

（
栄
一
）
 

一
 
！
」
 
レ」
 

角
田
 

真
実
（
秀
希
）
 

吉
田
 
陽

菜
（
郁
也

）
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

、
三
上
 
和
樹
 
男

）
稲
垣
村
 

「
其
田
 
幸
花

（
忠桂
）
川
 
倉
 

爵

難
鋸
嘱

相
 

露
讐
縫
野
嚇
 

森
製
携
醜
斗

柿
 

露

耗
麗
鱗
樋
 

露
岡
雄
舞
熱籍
 

お
 
く
 
や
 
み
 

鳴
海
 

善
一
 

（
乃
才
）
嘉
 
瀬

古

川
 
や
 
急
（
8
5才
）
川
 
倉
 

こ
の
欄
は
金
木
町
に

住
所
を

有
し
て
い
る
方
々
を
掲
載
し

て

い
ま
す
。
 

掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
町

民
課
窓
口
に
届
出
の
際
申
し

出

て
く
だ
さ
い
。
 

窓
 

新

谷
 
陽

菜
（
聡
）
金

黒
滝
 
大

翻
（
秀
美
）
金
 
金金蒔金金嘉

木木田木木瀬 

広報かなぎ（⑩ 


